




































 ①アンケート項目（参加した企業 1 社、下記14項目の内 5 
つ以内を選んで頂いた。） 
  1 、コミュニケーション能力  2 、実行力  3 、チーム
ワーク・協調性  4 、主体性  5 、社会性・礼儀  6 、
リーダーシップ  7 、課題解決能力  8 、論理的思考
力  9 、 創造力 10、専門知識 11、外国語能力 
12、倫理観 13、情報リテラシー  14、資格 15、
その他 
 ②アンケート結果 
  1 、コミュニケーション能力｛92％｝ 
  2 、実行力｛87％｝ 
  3 、チームワーク・協調性｛86％｝ 
  4 、主体性｛84％｝ 
  5 、社会性・礼儀｛56％｝ 
  6 、リーダーシップ｛55％｝ 
  7 、課題解決能力｛43％｝ 
  8 、論理的思考力｛15％｝ 
  9 、創造力｛15％｝ 
 10、専門知識｛ 5 ％｝ 
 11、外国語能力｛ 5 ％｝ 
 12、倫理観｛ 5 ％｝ 
 13、情報リテラシー｛ 5 ％｝ 
 14、その他｛ 3 ％｝ 
 15、資格｛ 0 ％｝ 
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ンシップを身につけさせ、その事があらゆる社会において必
要であり、遵守される事が重要である事を授業で学ばせる事
も重要である。 
 
（５）体育実技から会得される能力 
 
 特にゲームスポーツにおいては常に勝利の為に最善を尽く
すのは重要であり､その為に努力と反省を繰りかえしながら
チーム力をアップさせていくのである。勝つためにチームと
しての目標設定、一人一人の役割分担、戦術・戦力等を考え
れば、その基礎は仲間達とコミュニケーションを図りながら、
チームワーク、協調性、主体性、実行力、リーダーシップを
発揮することである。又相手との試合においてはフェア・プ
レイ精神（公平、公明正大）でゲーム・ルール、相手、審判
に対して尊重しなければならない。試合後においては「よき
勝者（勝利に伴う傲慢を戒める）、よき敗者（敗北に伴う落
胆をさける）」であるべきである。その他、ゲームスポーツ
における練習（準備）・試合から個人・チームとして「時間
厳守」、「社会性・礼儀」、「自覚して行動」、「グランドにおけ
る整理整頓」、「コンデションの調整」、「必勝の信念」等も
チームを向上させる上で身につける資質である。この様な資
質や能力は体育実技を通じてより良く育成されるものと考え
る。 
 
（６）結論 
 
 以上の様に体育実技授業から学生達が体得するスポーツマ
ンシップ、フェア・プレイはあらゆる場面（企業人、社会人
としての日常生活・活動の場面）で活用されるものである。
しかしながらこの様な能力は教員、学生が真剣に授業に対処、
努力しなければ身につくものではない。各学部での豊富な専
門知識、語学力の修得等は学生に取って世の中に船出して行
く時、大事な武器になるであろうが、それと同時にスポーツ
マンシップ、フェア・プレイを学び、そして自信を持って自
分が生きて行く哲学として身につけてほしいものである。私
達教員としては日常から学生の良きモデルとして切磋琢磨し
なければならない。 
 
 
 
 
